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◆当日14：10～　音楽主幹　山本雅士のプレトーク有り
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★■ Wコンチェルト進藤実優チラシ (26J00842)／版管278469-01
公益財団法人セントラル愛知交響楽団 様／W210×H297

1983年ナゴヤシティ管弦楽団として発足。1997年に現名称に改名。2021年4月に愛知県より認定を受け公益社団法人となる。2023年創立40周年。
2024年4月から音楽監督に名古屋出身の角田鋼亮が就任。名誉音楽監督にレオシュ・スワロフスキー、桂冠指揮者に小松長生、特別客演指揮者
に松尾葉子、首席客演指揮者に齊藤一郎、正指揮者に古谷誠一を擁し活動を行う。定期演奏会、第九公演の他「超！有名曲」「Wコンチェルト」等の
シリーズを自主公演として展開。バレエ、オペラ等
の依頼公演にも数多く出演。独自の構成による
プログラム、幅広いレパートリーを生かした学校
公演、演奏者と聴衆の距離を縮めるような室内
楽公演にも積極的に取り組んでいる。海外（2007
年中国・2009年タイ・2017年韓国）でも公演し成
功を収める。

セントラル愛知交響楽団
Central Aichi Symphony Orchestra

このシリーズは、1人のソリストが2曲のコンチェルトを演奏するコンサートです。
ソリストの華やかな技、オーケストラとの掛け合いと調和…、「コンチェルト」を心ゆくまでご堪能ください。

セントラル愛知交響楽団 Ｗコンチェルトシリーズ

2002年生まれ。愛知県大府市出身。第19回ショパン国際ピアノコンクールファイナリスト。第7回ヴィーゴ
市国際ピアノコンクール第1位及び聴衆賞受賞。
第75回マントン音楽祭(フランス)、第41回霧島国際音楽祭をはじめ、国内外で演奏。読売日本交響楽団、
新日本フィルハーモニー交響楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、ワルシャワ国立フィルハーモニー
管弦楽団、セントラル愛知交響楽団などと共演。NHK「ベストオブクラシック」、「クラシック倶楽部」等多
数のメディアに出演。
江副記念リクルート財団第53回奨学生。
2018年よりモスクワ音楽院付属中央音楽学校にて学び、2021年卒業。2022年4月よりハノーファー音楽
演劇メディア大学に在籍し、アリエ・ヴァルディ氏に師事。

Miyu SHINDO / Piano
［ピアノ］ 進藤実優

©Taira Tairadate

しなやかな足取りで、ひたむきに遥かなる高みに向かう孤高の指揮者。幼少より音楽に目覚め、東京学芸大学と桐
朋学園大学に学び、東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団を指揮してデビュー。ヨーロッパへ渡り、ドイツ・ミュン
ヘンを中心として各地でさらなる研鑽を積んだ。2015年ブザンソン国際指揮者コンクールでは本選最終の8人に選
出されるなど入賞歴多数。国内外の主要楽団に客演を重ね、オーケストラを中心に、吹奏楽、合唱、オペラ、バレエ等
あらゆるシーンで才能を発揮。2015-19年東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団アソシエイト・コンダクター、ヤマ
ハ吹奏楽団では2021年常任指揮者を経て現在名誉指揮者、2024年より東京吹奏楽団正指揮者、2026年よりア
マービレフィルハーモニー管弦楽団常任指揮者。人気・実力ともに兼ね備えた、世代を代表する指揮者の一人として
益々の注目を浴びている。

［指揮］ 佐々木新平
Shimpei SASAKI / Conductor
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